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専業農家として独立を目指す若者を支援

■新規就農者への支援
主な要件

・18 ～ 45 歳の市民（今後も加西市に住み続ける意思があること）
・市内で就農した日から 5 年未満で引き続き 5 年以上農業に従事する意思があること
・農業経営基盤強化促進法に基づく青年等就農計画の認定を受けていること（一部住居費助成は除く）

　加西市は、定住人口の増加と農業を中心とした産業の振興を図るため、加西市独自の若者新規就農支援を行います。
市内には広大で優良な農地が広がっている上に、農業大学校や農業改良普及センターなどの農業関係機関が多数存在し、
環境が充実しています。新規就農者や就農を目指している皆さん、まずはご相談ください。

■新規就農者の研修受け入れ制度
　新規就農者または就農を目指している方が、営農方法などを市内のプロ農家から教わることができます。
期間／ 6 カ月以上１年以内　※受入農家には、研修者 1 人につき 5 万円／月を支援します。

支援メニュー 主な要件 助成金額 期間

経営自立安定化支援
・Ｉターン就農者または市内非農家就農者
・市内での就農 3 年未満

1 年目 15 万円／月、2 年目 10 万円／月、
3 年目５万円／月

3 年

施設機械整備 農業用施設または農業用機械の新規導入 費用の 1/2（上限 300 万円） －

農地賃借料助成
農業経営基盤強化促進法に基づく 6 年以上の
利用権設定による農地の借受け

賃借権設定額全額（上限 1 万円／ 10a）
※ただし上限は 5 万円／年

3 年

住居費助成 市内の民間賃貸住宅に居住 12,000 円以内／月 3 年

支援内容と助成金額など

新規就農者のイメージ

・新規就農者
・就農を目指す方

　加西市
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研修計画

研修実施

独　立

【問合先】　農政課（農政係）☎㊷8741　℻㊸1802　nosei@city.kasai.lg.jp

　旧下里小学校跡地（西笠原町）の新住宅団地の名称が、池
永一広さん（大阪府高槻市）から応募のあった「ベルデしも
さと」に決定しました。
　「ベルデ」とは、イタリア語で緑を意味します。環境にや
さしく、太陽の光と緑から新しい生命が生まれるイメージを
呼び起こす言葉として、地元区長や PTA 役員など 11 名の総
意で、応募のあった 223 件の中から決定しました。

新住宅団地の名称は「ベルデしもさと」に決定

問合先／開発整備室☎㊷ 8757 新住宅団地「ベルデしもさと」（イメージ）

プロ農家のイメージ

受入農家バンク
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　賀茂小学校で使われていた朝礼台（縦約 227㎝、横約 176㎝、高
さ約 82㎝）は、太平洋戦争中に鶉野飛行場で、戦闘機「紫電改」
の修理の際に整備台として使われていました。昭和 22 年 4 月、賀
茂小学校の朝礼台がなかったため、地元の人々の手で運びこまれま
した。5 月 27 日、朝礼台が新調されることになり、古い台は児童
4 ～ 6 年生 83 人の見守る中、鶉野飛行場跡地に里帰りしました。
　当時、整備に従事した小谷裕彦さん（鎮岩町）は「戦闘機の修理
をする際に、整備士が上に乗って作業をするのに使っていた」。また、
鶉野平和祈念の碑保存会の上谷昭夫さん（高砂市）は「10 代の若
い人たちが特攻隊として、海で散っていった。食べ物や着るものも
不足していた」と戦争の悲惨さなどを児童に語りかけました。

永年の善行に感謝して。平成26年度善意の表彰

　加西市は、6 月 1 日の「善意の日」にちなみ、アスティアかさいで「善意の
表彰」の贈呈式を行い、奉仕活動を通じて、こころ豊かな地域づくりに貢献さ
れた 1 名に「かしの木賞」、1 団体に「サルビア賞」をお贈りしました。
　「かしの木賞」は、市木かしの木の一本のたくましさの象徴として個人に、「サ
ルビア賞」は市花サルビアの群生の集団美をたたえる意味で団体にお贈りする
ものです。

■かしの木賞
受　賞　者 活　動　内　容

深江文子さん（鶉野町） 平成 14 年から一人暮らし高齢者などに配られる給食の調理活動をされています。

■サルビア賞
受　賞　者 活　動　内　容

加西市五百羅漢保存委員会
（垣内守男会長）

昭和 42 年に結成。五百羅漢石仏の資料収集や情報発信をするなど、石仏の保存活動をされ
ています。「北条の宿はくらんかい」にも参画し、まちづくり活動にも取り組まれています。

深江さん 垣内さん

お別れする朝礼台と一緒に記念撮影をする児童ら。

　小野クリーンセンターへごみを持ち込む場合は、次のことに注意してください。
　埋め立てごみと資源ごみのうち、びん類・乾電池は受け入れを行っていません。車に積み込む前
に確認をお願いします。埋め立てごみ・びん類・乾電池は、加西市内のごみターミナル・ステーシ
ョンで回収しています。ごみカレンダーで回収日を確認し、指定の場所に出してください。

ご存じですか？小野クリーンセンターへごみを持ち込む際の注意点

問合先／小野クリーンセンター☎ 0794-62-6250　環境整備課☎㊷ 8719

賀茂小学校の朝礼台が 67年ぶりに鶉野飛行場跡地へ里帰り

戦争について語る上谷さん（右）と小谷さん。

「平和学習バスの旅  in ヒロシマ」参加者募集
　広島平和記念資料館と原爆ドームを訪れ、平和について考えましょう。
日時／ 8 月 9 日（土）8:00 ～　集合場所／市役所　対象／市内在住の中学
生　参加費／無料　定員／ 40 人※多数の場合は抽選　申込／ 7 月 15 日（火）
までに、「平和学習の旅」と明記し、住所・氏名・年齢・中学校名（学年）・
電話番号・保護者名をハガキまたは FAX、メール　申込先／〒 675-2395（住
所表記不要）秘書課☎㊷ 8701　℻㊸ 0291　hisho@city.kasai.lg.jp
※ 7 月 26 日（土）に、鶉野飛行場や防空壕跡など身近な戦争遺跡の事前学
習会を行います。また、平和学習後に感想文を提出していただきます。

　渡邊勝大くん（6 年）は「朝礼台が平和について考えることのできる大切な
ものだとわかった」、中戸愛海さん（6 年）は「今は恵まれているため、戦争
中の大変さがわかった。平和がいつまでも続いてほしい」と願いを込めた。
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